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NO.783NO.783
令和７年 (2025)令和７年 (2025)

7/1( 火 )7/1( 火 )

住民基本台帳登録者数 ( ６/ １)住民基本台帳登録者数 ( ６/ １)

　　　　  2,464 人　　　　  2,464 人

　　　　　   父島　　　母島　　　　　　　　

　人口　　2,049 人　　415 人

　世帯　　 1,232　　    257

5 月気象状況5 月気象状況 ((父島父島 ))

 最高気温　30.5℃ 最高気温　30.5℃

 最低気温　19.0℃ 最低気温　19.0℃

 平均気温　25.2℃ 平均気温　25.2℃

 平均湿度　87％ 平均湿度　87％

 月降水量　99.5mm 月降水量　99.5mm

ﾀﾞﾑ貯水率ﾀﾞﾑ貯水率

 6/25 現在 6/25 現在

父島父島

  99.0/100  99.0/100

母島　母島　

  100/100  100/100

編集・発行　　小笠原村総務課編集・発行　　小笠原村総務課
                                

                           〒 100-2101                           〒 100-2101
　　　　　　　　　　東京都小笠原村父島字西町　　　　　　　　　　東京都小笠原村父島字西町

TEL04998(2)3111    TEL04998(2)3111    
　　　　　　　　　　　　　　FAX04998(2)3222　　　　　　　　　　　　　　FAX04998(2)3222

     ホ - ムペ - ジアドレス     ホ - ムペ - ジアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　     https://www. ｖｉｌｌ .ogasawara. ｔｏｋｙｏ . ｊｐ　     https://www. ｖｉｌｌ .ogasawara. ｔｏｋｙｏ . ｊｐ

     小笠原の花・木・鳥・魚     小笠原の花・木・鳥・魚
          花花　ムニンヒメツバキ　　　ムニンヒメツバキ　　木木　タコノキ　タコノキ
          鳥鳥　ハハジマメグロ　　　　ハハジマメグロ　　　魚魚　アオムロ　アオムロ

村民だより村民だより
  小笠原小笠原　 　 　 　 　　 　 　 　 　-OGASAWARA--OGASAWARA-

▲
カラー版はこちらから

ご覧いただけます

  

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の
結
果  

　

６
月
22
日
に
行
な
わ
れ
た
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

の
、
小
笠
原
開
票
区
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【有
権
者
数
】

   

<父
島
>　

１
,
５
５
６
人　

  

<母
島
>　

３
３
５
人

   

<合
計
>　

１
,
８
９
１
人

【投
票
率
】

   

<父
島
>　

５
２
・５
１  

％　

   

<母
島
>　

６
３
・５
８  

％

   

<平
均
>　

５
４
・４
７  

％

【得
票
数
】

　

 

伊
藤　

し
ょ
う　
　

 

４
４
６
票

　

 

三
宅　

正
彦　
　
　

 

４
０
１
票

　

 

奥
村　

こ
う
き　
　

１
４
９
票

　
 

無
効
投
票　
　
　
　
　
　

３
４
票

　
　
　●

問
合
せ
先

　

 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会　
　

☏
２
-
３
１
１
１

  

小
笠
原
村
長
選
挙
事
前
審
査
の
日
程
に
つ
い
て

小
笠
原
村
長
選
挙
事
前
審
査
の
日
程
に
つ
い
て  

 

小
笠
原
村
長
選
挙

(
令
和
７
年
８
月
24
日
執
行
)

の
立
候
補
届
け
出
当
日
の
受
付
事
務
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
、
事
前
に
届
出
書
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
書
類
を
ご
持
参
の
う
え
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
使
者
が
お

持
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【日
時
】
８
月
１
日

(金
)　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【場
所
】
小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

事
務
局

　
　
　
　
　

(村
役
場
総
務
課
)

●
問
合
せ
先　
　
　

　
　

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 　

☏
２
-
３
１
１
１

    

硫
黄
島
洋
上
慰
霊
祭
を
実
施
し
ま
し
た

硫
黄
島
洋
上
慰
霊
祭
を
実
施
し
ま
し
た    

  

令
和
７
年
度
硫
黄
島
洋
上
慰
霊
祭
を
小
笠
原
海
運

の
協
力
の
も
と
、
６
月
15
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
は
戦
後
80
年
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、
一
般
村
民

に
も
慰
霊
祭
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
好
天
の
な
か
硫

黄
島
島
民
平
和
祈
念
墓
地
公
園
の
沖
合
を
ゆ
っ
く
り

と
航
行
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
村
長
の
式
辞
に
始
ま
り
、
参
列
者
で
黙

と
う
を
捧
げ
た
後
、
旧
島
民
並
び
に
中
学
生
の
挨
拶
、

献
花
、
そ
し
て

「
故
郷
の
廃
家
」
を
歌
い
、
閉
会
し

ま
し
た
。

【参
加
者
内
訳
】　

総
勢
77
名

　

旧
島
民　

20
名

　

硫
黄
島
協
会　

１
名

　

父
母
中
学
生

(教
員
含
む
)
26
名

　

小
笠
原
村
民　

30
名

小
笠
原
村
で
は
戦
後
50
年
を
迎
え
た
年
に
、
「
小

笠
原
村
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

全
文
を
掲
載
し
、
村
民
の
皆
様
に
平
和
を
考
え
る
機

会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

～
小
笠
原
村
平
和
都
市
宣
言
～

～
小
笠
原
村
平
和
都
市
宣
言
～

平
和
で
豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
す
我
々
小
笠

原
村
民
は
、
世
界
中
の
人
々
が
平
和
を
分
ち
あ
え
る

こ
と
を
願
う
。

こ
の
願
い
は
、
小
笠
原
の
生
い
立
ち
が
物
語
っ
て

い
る
。
我
々
の
先
人
が
築
い
た
文
化
を
、
歴
史
的
に

分
断
し
た
強
制
疎
開
。
今
な
お
一
般
住
民
の
帰
島
が

許
さ
れ
ず
、
遺
骨
収
集
も
ま
ま
な
ら
ぬ
玉
砕
の
地
硫

黄
島
。

こ
の
よ
う
な
地
小
笠
原
に
生
き
る
者
と
し
て
、
戦

後
50
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
不
戦
と
恒
久
平
和
を

誓
い
、
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
小
笠

原
村
が
平
和
都
市
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
使
命
を
全
う

す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
　

平
成
７
年
８
月
15
日　
　
　
　
　

小
笠
原
村

●
問
合
せ
先　

総
務
課 

総
務
係 　

 
☏
２—

３
１
１
１

▼集合写真 (旧島民の皆さま )

◀中学生による誓いのことば

▲村長式辞

「故郷の廃家」 合唱▶
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参議院議員選挙 投票日 7 月 20 日(日) 母島 19 日(土) 

 ≪投票時間≫午前７時から午後７時まで 

 
≪投 票 所≫ 父島：地域福祉センター 母島：母島村民会館   

≪公 示 日≫ ７月 ３日（木） 

≪開 票 日≫  ７月２０日（日）午後８時から 

≪開票場所≫ 地域福祉センター 

 

◆小笠原村で投票できる人◆ 

 令和7 年4 月2日までに住民登録を済ませ、引き続き 3 か

月以上住民登録されている方のうち、平成 19 年7 月 21 日

以前に生まれた方 

 

   

 

① 不在者投票の請求書を前住所地の選挙管理委員会に提出（原本の提出）して、投票用紙を取り寄せる 

※郵送請求の他、オンライン請求に対応している選挙管理委員会もあります 

② 小笠原村で不在者投票をする ＊投票時間⇒8:30～20:00（母島は～18:00）＊投票場所⇒小笠原村役場または母島支所 

※投票済み投票用紙は７月１７日のおがさわら丸に載せて、前住所地の選挙管理委員会へ送る必要があります 

 

【前住所地の選挙人名簿に登録されている方 ※4月3日以降に転入届を出した方】 

村内で投票するには、不在者投票請求が必要です 

 《手続き方法》 

 

▼投票用紙の取り寄せには時間がかかりますので、各選挙管理委員会へ早急にお問い合わせください▼ 

 

 

《期日前投票の場所と期間》  

小笠原村役場：７月４日（金）～７月１９日（土） 

午前８時３０分～午後８時  

母島支所：７月４日（金）〜７月１８日（金） 

午前８時３０分～午後６時 

＊正午～午後１時３０分及び土日も投票できます 

＊入場券を持参してください 

＊期日前投票は上記どちらの場所でも投票ができます 

【期日前投票ができる方】 

投票日当日に投票できない事由（仕事、学業、レジャー、その他

用事、病気、島外滞在等）がある方は、期日前投票ができます。 

＊必須条件：期日前投票を行う日に小笠原村における選挙権を有

していること 

 

◆期日前投票について◆ ◎投票所へは「入場券」を持参してください 
 

 

 

《父島→母島へ転居された方》 

７月１９日（土）に母島で繰上投票できません。 

７月２０日（日）の投票日に父島で投票となります。 

または１８日（金）までに母島で期日前投票を行うことも

できます。 

《母島→父島へ転居された方》 

７月２０日（日）に父島で投票できません。 

７月１９日（土）の繰上投票日に母島で投票となります。

または１９日（土）までに父島で期日前投票を行うことも

できます。 

◆６月２５日(水)以降に転居した方◆ 

【父島～母島間】 

 

 

 

 

 

【村の選挙人名簿に登録されている方で、小笠原村外に滞在中・予定の方】 

村外で投票するには、不在者投票請求が必要です 

 
 

▼不在者投票制度を利用する方は、早急にお手続きください▼ 

《手続き方法》 

①不在者投票の請求書を村役場総務課または母島支所へ提出（原本の提出）する。 

＊所定の「請求書」に必要事項を記入し、原本を提出 

＊請求書は村 HP〈各課のページ（総務課）→選挙管理委員会〉からもダウンロードできます 

②小笠原村選挙管理委員会から、滞在先の住所へ投票用紙を郵送します（請求書原本到着後）。 

 ＊対面受取のレターパックで郵送します 

③投票用紙受領後、滞在先の区市町村選挙管理委員会に持参し、係員の指示に従って投票する。 

④不在者投票を行った選挙管理委員会等から小笠原村選挙管理委員会まで、投票済み投票用紙が郵送される。 

＊郵便（投票済み投票用紙）が７月１９日（土）東京発のおがさわら丸に間に合う必要があります 

 

 

●問合せ先  小笠原村選挙管理委員会事務局  ２－３１１１ 
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避
難
所
「小
中
学
校
体
育
館
」

避
難
所
「小
中
学
校
体
育
館
」  

の
変
更

の
変
更((

父
島
父
島))

　

７
月
19
日

(
土
）
か
ら
、
避
難
所

(
小
笠
原
小
中

学
校
体
育
館
）は
、こ
れ
ま
で
の
「旧
体
育
館
」か
ら
「新

設
の
体
育
館

(３
階
）」
に
変
更
し
ま
す
。

　

避
難
所
開
設
時
に
は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
中
学
校 

職
員
室
側
の
通
路
か
ら
も
出
入
り
可
。

●
問
合
せ
先　

総
務
課 

総
務
係　
　

☏
２
-
３
１
１
１  

  

レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ス
の
交
付
に
つ
い
て

レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ス
の
交
付
に
つ
い
て    

◎
５
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
へ

◎
５
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
へ

　

令
和
７
年
５
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
に
は
、

レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ス

(母
島
航
路
乗
船
券
無
償
引
換
証
）

を
お
申
し
出
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。
ご
本
人
が
運
転

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
ご
持
参
の
う
え
、

窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ス
の
詳
細
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

(
開
設
準
備
中
）
ま
た
は
村
民
だ
よ
り
６
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
交
付
窓
口
・
問
合
せ
先

　
　

総
務
課 

総
務
係　
　
　
　
　
　
　

 　

☏
２
-
３
１
１
１

　
　

母
島
支
所 

庶
務
係　

           

☏
３
-
２
１
１
１

　

家
電
の
処
分
方
法

　

家
電
の
処
分
方
法    

　

「エ
ア
コ
ン
」
「テ
レ
ビ
」
「洗
濯
機
・
乾
燥
機
」
「冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
」
で
家
庭
用
に
分
類
さ
れ
る
製
品
は
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
で
す
。

　

処
分
に
は
次
の
お
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【手
続
き
方
法
】

 

①
受
付
窓
口
で
、
家
電
の
裏
面
な
ど
に
あ
る

「銘
板
」

部
分
の
写
真
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。(

「型
番
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。)

   

製
造
業
者
名
と
、テ
レ
ビ
は
画
面
サ
イ
ズ
、冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
は
全
定
格
内
容
積
の
情
報
が
必
要
で
す
。
こ

の
情
報
を
も
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
発
行
し
ま
す
。

 

②
郵
便
局
に
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

  

(母
島
で
は
、
同
時
に
運
搬
料
金
も
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。）

 

③
父
島
で
は
、
家
電
を
奥
村
の
家
電
保
管
場
所
へ
お

持
ち
込
み
い
た
だ
き
、
そ
の
場
で
運
搬
料
金
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

 

※
海
上
運
搬
料
金
は
、
一
般
財
団
法
人
家
電
製
品

協
会
が
全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
負
担

は
内
地
陸
送
分
の
み
と
な
り
ま
す
。

【受
付
窓
口
】

 

<父
島
>
村
役
場 

環
境
課

 

<母
島
>
母
島
支
所
内 

簡
易
郵
便
局

●
問
合
せ
先

　

 

環
境
課 

生
活
環
境
係　
　
　
　
　
　

☏
２
-
２
２
７
０

　

 

母
島
支
所 

庶
務
係　
　
　
　
　
　
　

 

☏
３
-
２
１
１
１

  

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ  

　

７
月
19
日

(
土
）
〜
８
月
27
日

(
水
）
の
間
、
小

中
学
校
が
夏
休
み
期
間
と
な
る
た
め
、
平
日
ダ
イ
ヤ

(
扇
浦
線
）
の
、
７
時
15
分
小
港
海
岸
発
便
は
、
ど

な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

大
人
数
で
村
営
バ
ス
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
運

行
調
整
の
た
め
、
１
週
間
前
ま
で
に
バ
ス
営
業
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

 

村
営
バ
ス
営
業
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

☏
２
-
３
９
８
８

　

 

産
業
観
光
課　
　
　

               

☏
２
-
３
１
１
４

小
笠
原
村
観
光
局　

令
和
６
年
度
事
業
報
告
会

小
笠
原
村
観
光
局　

令
和
６
年
度
事
業
報
告
会

　

小
笠
原
村
観
光
局
は
、
旅
行
会
社
、
マ
ス
コ
ミ
お
よ

び
個
人
旅
行
者
等
に
小
笠
原
の
観
光
に
関
す
る
情
報

発
信
や
相
談
業
務
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
運
営
や
営
業
展

開
を
行
う
事
業
を
本
土
で
精
力
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

事
業
報
告
会
で
は
、
従
来
の
活
動
に
加
え
、
近
年

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
教
育
現
場
で
の
活
動
、
小
笠

原
フ
ァ
ン
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
、
今
後
予
定
し
て
い
る

事
業
展
開
に
つ
い
て
、
詳
し
く
ご
説
明
し
ま
す
。

　

観
光
事
業
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
の
方
も
、

ど
う
ぞ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【日
時
・
場
所
】

 
<父
島
>
７
月
17
日

(木
）
午
後
４
時
〜
５
時
15
分 

 

<母
島
>
７
月
19
日

(土
）
午
後
６
時
〜
７
時
15
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【場
所
】

　

<父
島
>
Ｂ
し
っ
ぷ　

２
階
会
議
室

　

<母
島
>
母
島
支
所　

２
階
大
会
議
室　

 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
行
い
ま
す
。

 

※
来
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
共
に
申
込
不
要
で
す
。

 

※
後
日
、
録
画
配
信
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

【観
光
局
事
業
報
告
内
容
】

　

①
旅
行
会
社
へ
の
営
業
活
動

　

②
教
育
旅
行
の
誘
致
活
動

　

③
本
土
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
・
対
応

　

④
メ
デ
ィ
ア
対
応

　

⑤
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
対
応

　

⑥
小
笠
原
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

⑦
令
和
７
年
度
の
事
業
展
開

【報
告
発
表
者
】

　

小
笠
原
村
観
光
局　

山
岸
李
花
子
、
追
川
裕
貴

【配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】(

父
母
共
通
・Z

o
o
m
)

　

h
ttp

s
:/

/b
it.ly

/3
V

v
P

H
a
7

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
合
せ
先　

産
業
観
光
課　
　

    

☏
２
-
３
１
１
４

  

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(1

1
c
h
)

(1
1
c
h
)

放
送
予
定

放
送
予
定  

◎
返
還
祭

◎
返
還
祭((

父
島
・
母
島

父
島
・
母
島))

【放
送
日
】

<母
島
返
還
祭
>
７
月
26
日(

土)

午
後
６
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
盆
踊
り
、
花
火

<父
島
返
還
祭
>
７
月
27
日(

日)

午
後
６
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

●
問
合
せ
先 

　
　

総
務
課 

情
報
通
信
係　
　
　
　
　

☏
２
-
３
１
１
1

  

今
月
の
納
期
限
・
口
座
振
替
日

今
月
の
納
期
限
・
口
座
振
替
日  

　

７
月
は
、
固
定
資
産
税

(第
２
期
）
の
納
期
で
す
。

　

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
７
月
31
日(

木)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

財
政
課 

税
務
係　
　

☏
２
-
３
１
１
２

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

◎
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

新体育館への入口は２カ所あります新体育館 建物の正面の橋から入れます (入口１ )
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経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
等
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る

「保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所

の
窓
口
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
令
和
７
年
７
月

１
日
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
令
和
７
年
７
月
〜
令
和

８
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。

ま
た
、
申
請
は
法
定
免
除

(障
害
基
礎
年
金
ま
た
は

被
用
者
年
金
の
障
害
年
金
２
級
以
上
や
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
等
）
以
外
は

毎
年
度
必
要
で
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し

て
い
な
い
期
間

(申
請
時
点
〜
２
年
１
ヵ
月
前
ま
で
の

期
間
）
に
つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申
請

で
き
ま
す
。

※
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か
ら
申
請
を　
　

　

 

行
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に

　

 

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
電
子
申
請

◎
電
子
申
請((

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル))

を
利
用
く
だ
さ
い

を
利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
お
手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
手
軽
に
お
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
後
の
状
況
や
審
査
結
果
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☏
０
５
７
０
-
０
５
-
１
１
６
５

村
民
課　

住
民
係　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
-
３
１
１
３

  

小
笠
原
村
職
員
募
集

小
笠
原
村
職
員
募
集  

  

小
笠
原
村
で
は
、
次
の
職
種
に
つ
い
て
、
随
時
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
保
育
士

◎
介
護
福
祉
士

◎
介
護
員

(任
期
付
）

◎
技
術

(土
木
）

　

詳
し
く
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
職
員
募
集

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

要
項
は
、
村
役
場
総
務
課
の
窓
口
で
も
配
布
し
て

い
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

総
務
課 

総
務
係　
　

☏
２
-
３
１
１
１

  

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集  

　

小
笠
原
村
診
療
所
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。　

【職
種
】
看
護
師　

【業
務
内
容
】
外
来
業
務
・
病
棟
業
務

【勤
務
時
間
】
８
時
30
分
、
ま
た
は
９
時
か
ら
５
〜
６　
　

時
間
勤
務(

応
相
談)

【報
酬
額

(時
給
）】　

１
、５
３
７
〜
１
、７
４
６
円

●
問
合
せ
先　

小
笠
原
村
診
療
所　

☏
２
-
３
８
０
０

ベ
ル
マ
ー
ク
活
動
休
止
の
お
知
ら
せ

ベ
ル
マ
ー
ク
活
動
休
止
の
お
知
ら
せ((

父
島
父
島))

　

小
笠
原
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
ベ

ル
マ
ー
ク
回
収
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
７
月
31

日(

木)
を
も
っ
て
活
動
を
休
止
し
ま
す
。

　

現
在
集
め
て
い
た
だ
い
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

休
止
日
ま
で
に
回
収
場
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
は
休
止
後
も
他
の
紙
パ
ッ
ク

同
様
に
村
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
出
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
の
ベ
ル
マ
ー
ク
は
休
止
し
ま
す
が
、
ウ
ェ

ブ
ベ
ル
マ
ー
ク
は
継
続
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ベ
ル
マ
ー
ク
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　●

問
合
せ
先　

小
笠
原
小
学
校　

   

☏
２
-
２
０
１
２

　
　
　
　
　
　

       

小
笠
原
中
学
校　

☏
２
-
２
５
０
２ 

海
上
保
安
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

海
上
保
安
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

海
上
保
安
官
採
用
試
験
の
受
験
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
私
達
と
一
緒
に
、
広
い
海
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

【海
上
保
安
学
校
】

　

<受
付
期
間
>
７
月
11
日

(金
）
〜
24
日

(木
）

　

<第
１
次
試
験
>
９
月
28
日

(日
）

【海
上
保
安
大
学
校
】

　

<受
付
期
間
>
８
月
21
日

(木
）
〜
９
月
８
日

(月
）

　

<第
１
次
試
験
>
10
月
25
日

(土
）
・
26
日

(日
）

※
入
庁
時
期
は 

い
ず
れ
も
令
和
８
年
４
月
で
す
。

　

ウ
ェ
ブ
説
明
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

◀
説
明
会
申
込　
　

◀
採
用
サ
イ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
問
合
せ
先　

   

小
笠
原
海
上
保
安
署　
　
　
　
　
　

 

☏
２
-
７
１
１
８

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ

　

令
和
４
年
に
狩
猟
免
許
(網
猟
、わ
な
猟
及
び
銃
猟
）

を
取
得
・
更
新
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
免
許
の
更
新

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

更
新
に
は
、
自
己

学
習
を
完
了
し
た
後
、
次
の
と
お
り
申
請
手
続
き
を

行
い
、
適
性
検
査

(視
力
・
聴
力
・
運
動
能
力
）
に

合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
更
新
申
請

◎
更
新
申
請

【提
出
物
】

　

次
の
書
類
等
を
ご
用
意
の
上
、
支
庁
産
業
課
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

①
狩
猟
免
許
更
新
申
請
書

 

②
手
数
料　

２
、９
０
０
円
／
種
類

 

③
写
真
１
枚

(縦
３
・０
cm
、
横
２
・４
cm
）

　
  

※
申
請
前
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、  

        

上
三
分
身
、
無
背
景
で
あ
る
こ
と

 
④
医
師
の
診
断
書
１
通　

ま
た
は
現
に
有
効
な

「猟 

   
銃
・空
気
銃
所
持
許
可
証
」
の
写
し
(原
本
も
持
参
）

 

⑤
今
回
更
新
の
対
象
と
な
る

「狩
猟
免
状
」
の
原
本

 

⑥
狩
猟
免
許
更
新
講
習
内
容
確
認
書

【申
込
締
切
】
９
月
12
日

(金
）

◎
適
性
検
査

(視
力
・
聴
力
・
運
動
能
力
）

◎
適
性
検
査

(視
力
・
聴
力
・
運
動
能
力
）

　

 

更
新
申
請
に
併
せ
て
窓
口
で
実
施
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

   　

支
庁
産
業
課 

産
業
担
当　
　
　

☏
２
-
２
１
２
５

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
か
ら
の

か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

◎
寄
付
・
協
賛
の
お
願
い

◎
寄
付
・
協
賛
の
お
願
い

　

８
月
９
日

(
土
）
〜
10
日

(
日
）
に
開
催
予
定
の

盆
踊
り
・
花
火
の
打
ち
上
げ
に
係
る
費
用
は
、
村
か

ら
の
補
助
金
と
村
民
の
皆
様
か
ら
の
寄
付
金
・
協
賛

金
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
寄
付
・

協
賛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
手
数
を
か
け
ま
す
が
、
寄
付
金
・
協
賛

金
は
小
笠
原
村
観
光
協
会

(
Ｂ
-
し
っ
ぷ
）
ま
で
ご

持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
千
円
以
上
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
は
、
お
名
前
を

盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
返
礼
品

(
オ
リ
ジ
ナ
ル
手

ぬ
ぐ
い
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

父
島
の
夏
を
彩
る
風
物
詩
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◎
夜
店
出
店
者
の
募
集

◎
夜
店
出
店
者
の
募
集

　

盆
踊
り
会
場
で
夜
店
の
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

【日
程
】
８
月
９
日

(土
）
〜
10
日

(日
）

【場
所
】 

お
祭
り
広
場

※
テ
ン
ト
の
設
営
日
や
配
置
等
は
後
日
メ
ー
ル
で
お　

伝
え
し
ま
す
。

【申
込
方
法
】

　

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
、

小
笠
原
村
観
光
協
会
窓
口

(
Ｂ
-
し
っ
ぷ
）
に
て
申

し
込
み
用
紙
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
お
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

        

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
▼

【申
込
期
日
】
7
月
15
日

(火
）

●
問
合
せ
先

　
　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

 　

(小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）　　
　

 

☏
２
-
２
５
８
７
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夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操  

開
催
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

開
催
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
夏
休
み
期
間

中
の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
維
持
と
健
康
増
進
を

目
的
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【開
催
期
間
】
８
月
１
日

(金
）
〜
27
日

(水
）

【時
間
】
午
前
６
時
30
分
〜

【場
所
】

<父
島
>
※
雨
天
中
止

(お
家
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

　

①
奥
村
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

②
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
裏　

駐
車
場

<母
島
>
※
雨
天
決
行

　

母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

(雨
天
時
は
小
中
学
校
中
庭
に
て
実
施
）

【ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
】

　

一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
を
支
え
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
①
出
席
の
ハ
ン
コ
押
し
②
参
加
人
数
の
カ
ウ

ン
ト
③
体
操
の
お
手
本
等
で
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

<父
島
>　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
-
２
４
８
６

　

 

<母
島
>　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
３
-
２
１
８
８

金
融
講
習
会
の
お
知
ら
せ

金
融
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

商
工
会
で
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
を
招
き
、
事
業

者
対
象
に
金
融
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

金
融
に
関
す
る
ご
相
談
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
(相
談
無
料
）

　

予
約
制
で
す
。
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【会
場
・
日
時
】

 

<父
島
>
Ｂ
し
っ
ぷ 

２
階
会
議
室

         

７
月
23
日

(水
）
午
後
２
時
〜
５
時

　

      

７
月
24
日

(木
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

<母
島
>
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室

　
　
　

 

７
月
25
日

(金
）
午
前
10
時
〜
正
午

【開
催
方
法
】
個
別
相
談
会

【定
員
】　

<父
島
>
８
名
程
度

 　
　
　
　
　

<母
島
>
３
名
程
度

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

 　

小
笠
原
村
商
工
会　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
-
２
６
６
６

  

行
政
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談
所
の
開
設  

【日
時
】
７
月
22
日

(火
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

【場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【行
政
相
談
委
員
】

　

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当　

佐
々
木
英
樹

※
予
約
は
不
要
で
す
。

●
問
合
せ
先　

村
民
課 

住
民
係　
　

☏
２
-
３
１
１
３

く
ら
し
の
法
律
教
室

く
ら
し
の
法
律
教
室

◎
年
収
１
０
３
万
円
の

「壁
」
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

◎
年
収
１
０
３
万
円
の

「壁
」
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

　

税
制
改
正
で

「所
得
税
の
年
１
０
３
万
円
の
壁
が
年

１
６
０
万
円
の
壁
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
家
族

の
働
き
方
は
ど
の
程
度
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
社
会

保
険
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「小
笠
原
サ
ポ
ー
ト

専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
の
税
理
士
が
解
説
し
ま
す
。

　

日
頃
の
ご
質
問
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【日
時
】
７
月
９
日

(水
）
正
午
〜
午
後
１
時

【場
所
】
<父
島
>
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　

  

<母
島
>
母
島
支
所

※
予
約
は
不
要
で
す
。

※
同
グ
ル
ー
プ
で
は
７
月
８
日

(火
）、
９
日

(水
）　 

　
　

に

「く
ら
し
の
法
律
相
談
・
税
金
相
談
」
も
開
催　
　

　
　

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
村
民
だ
よ
り
６
月
号
を　

　
　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

 

村
民
課 

住
民
係　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
-
３
１
１
３

　

 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☏
０
３
-
５
９
１
９
-
３
５
３
０

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【日
時
】
７
月
25
日

(金
）
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　

 

(１
件
あ
た
り
お
よ
そ
20
分
枠
）

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ
先

 　

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

☏
０
３
-
３
５
８
１
-
２
２
５
０

(受
付
時
間
:平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
）

母
島
巡
回
労
働
相
談

母
島
巡
回
労
働
相
談

【日
時
】
７
月
８
日

(火
）
午
後
４
時
〜
６
時

【場
所
】
母
島
村
民
会
館　

２
階
会
議
室               　

           

【相
談
内
容
】

○
労
働
条
件

(労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど
）

○
求
人
求
職

(求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）

○
労
災
保
険

(加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）

○
雇
用
保
険

(加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。

【お
知
ら
せ
】

◎
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

◎
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
労
働
保
険
年
度
更
新
は
、
７
月
10
日

(木
）

ま
で
で
す
。

　

申
告
書
の
提
出
・
保
険
料
の
納
付
は
、
同
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
度
更
新
の
書
類
が
届
い
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
お
早
め
に
労
働
主
査
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
の
一
部
の
事
業
を
除
き
、
労
働

者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保
険
に
加
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る

の
に
労
働
保
険
の
手
続
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
早

急
に
手
続
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

◎
全
国
安
全
週
間
の
お
知
ら
せ

◎
全
国
安
全
週
間
の
お
知
ら
せ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働

災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
７
月
１
日
〜
７
日
ま
で
、
全
国
安
全
週
間
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
と
し
て
、
各
事
業
場
で
労
働
災
害
減

少
の
た
め
の
取
組
を
実
施
あ
る
い
は
見
直
し
を
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

小
笠
原
総
合
事
務
所
労
働
主
査　

☏
２
-
２
１
０
２　

  

定
期
予
防
接
種

(８
月
）

定
期
予
防
接
種

(８
月
）  

【父
島
】

 

<日
時
>
８
月
７
日

(木
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

 

<場
所
>
小
笠
原
村
診
療
所

　

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【母
島
】

　

<日
時
>
８
月
７
日

(木
）
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

　

<場
所
>
母
島
診
療
所

【接
種
可
能
予
防
接
種
】

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ

ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク

チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン

　
●
問
合
せ
先　

村
民
課 

福
祉
係    

☏
２
-
３
９
３
９

　
　
　
　
　
　
　
　

 

母
島
支
所　
　
　

     

☏
３
-
２
１
１
１

  

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

(父
島

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

(父
島  

））

　

今
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

村
民
課 

福
祉
係　
　

☏
２
-
３
９
３
９

  

乳
幼
児
計
測
会

(母
島
）

乳
幼
児
計
測
会

(母
島
）

　

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？
当

日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手

帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

【対
象
者
】
０
歳
〜
６
歳
の
乳
幼
児

【日
時
】
７
月
15
日

(火
）

          

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
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【場
所
】
母
島
診
療
所 

２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

●
問
合
せ
先　

母
島
支
所　
　
　
　
　

 

☏
３
-
２
１
１
１

  

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ  

    
    

〜
夜
明
道
路
〜

(父
島
）

〜
夜
明
道
路
〜

(父
島
）                  

                  

 　

満
点
の
星
空
の
も
と
夜
明
道
路

(
約
11
キ
ロ
）
を

歩
き
ま
せ
ん
か
？

【対
象
者
】
小
学
生
以
上
の
方　

※
小
学
生
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

【日
時
】
７
月
19
日

(土
）
午
後
６
時
〜
９
時
30
分

　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(午
後
６
時
集
合
）

【集
合
場
所
】
奥
村
グ
ラ
ン
ド

【コ
ー
ス
】

　

奥
村
グ
ラ
ン
ド(

ス
タ
ー
ト)

↓
夜
明
道
路
↓

　

扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

(ゴ
ー
ル) 

※
ゴ
ー
ル
地
点
か
ら
奥
村
グ
ラ
ン
ド
ま
で
は
車
で
送

迎
し
ま
す
。

【持
ち
物
】

　

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
懐
中
電
灯

【申
込
み
】
必
要

【申
込
締
切
】
７
月
18
日

(金
）

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
に
迷
わ
れ
る
方
は
、
当

日
午
後
５
時
以
降
に
０
８
０
-
８
８
６
７
-
３
４
３
２

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先　
　

   

村
民
課 

福
祉
係　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
-
３
９
３
９

    

親
子
教
室

(す
く
す
く
キ
ッ
ズ

親
子
教
室

(す
く
す
く
キ
ッ
ズ )  

 )  

 　

７
月
の
テ
ー
マ
は
、
父
島
は

「水
あ
そ
び
」、
母
島

は
０
歳
児
が

「ス
イ
カ
の
短
冊
づ
く
り
」、
１
歳
以
上

は

「寒
天
ゼ
リ
ー
遊
び
」
で
す
。

　

 

保
育
士
・
保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

【父
島
】

　

<対
象
者
>
１
歳
半
〜
３
歳
児
と
保
護
者

　

<日
時
>
７
月
24
日

(木
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

　

<場
所
>
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

中
庭

　

<持
ち
物
>

　
　

濡
れ
て
も
良
い
服
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
飲
み
物

　

<申
込
締
切
>
７
月
22
日

(火
）

　

<募
集
組
数
>
最
大
10
組　

　
　
　
　
　
　
　
　

※
先
着
順
で
の
ご
案
内
に
な
り
ま
す
。

【母
島
】

　

<対
象
者
>
未
就
園
児
と
保
護
者

　

<日
時
>
７
月
14
日

(月
）
午
前
10
時
〜
11
時

　

<場
所
>
母
島
支
所 

大
広
間

　

<持
ち
物
>
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・
飲
み
物

　

<申
込
締
切
>
７
月
11
日

(金
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　
　

村
民
課　

福
祉
係　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
-
３
９
３
９

　
　

母
島
支
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
３
-
２
１
１
１

    

育
児
学
級

(卒
乳
の
会
）
(父
島
）

育
児
学
級

(卒
乳
の
会
）
(父
島
）    

　

助
産
師
に
よ
る
母
乳
育
児
に
関
す
る
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

授
乳
の
こ
と
、
卒
乳
の
こ
と
な
ど
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

【対
象
者
】

　

１
歳
〜
卒
乳
を
迎
え
て
い
な
い
お
子
様
と
保
護
者

【日
時
】
７
月
28
日

(月
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

【場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
和
室

【持
ち
物
】
筆
記
用
具

【申
し
込
み
】
必
要

【締
め
切
り
】
７
月
25
日

(金
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先　

  　

村
民
課 

福
祉
係　
　
　
　
　
　
　
　

 

☏
２
-
３
９
３
９

    

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演
の
お
知
ら
せ

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演
の
お
知
ら
せ    

　

認
知
症
の
専
門
機
関
で
あ
る
東
京
都
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
が
来
島
し
、
認
知
症
対
応
力
向
上
を
目

的
に
、
村
民
向
け
認
知
症
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
父

島
と
母
島
の
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
同
時
開
催

で
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【場
所
】

 

<父
島
>
福
祉
セ
ン
タ
ー  

２
階
大
会
議
室

 

<母
島
>
母
島
支
所  

２
階
大
会
議
室

【日
時
】

 

①

「認
知
症
基
礎
講
座
」

　

    

８
月
２
日

(土
）
午
後
２
時
〜
３
時

 

②

「認
知
症
と
共
に
生
き
る
た
め
に
」

　

    

８
月
３
日

(日
）
午
前
10
時
〜
11
時

 

③

「介
護
者
の
心
理
と
介
護
う
つ
予
防
」

　

    

８
月
３
日

(日
）
午
後
２
時
〜
３
時

 

④

「認
知
症
予
防
と
備
え
」

　

    

８
月
４
日

(月
）
午
前
11
時
〜
正
午

●
予
約
・
問
合
せ
先　

　

 

村
民
課 

福
祉
係 　
　
　
　
　
　
　
　

 

☏
２
-
３
９
３
９

    

よ
ろ
ず
相
談
会
の
お
知
ら
せ

よ
ろ
ず
相
談
会
の
お
知
ら
せ    

　

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
認
知
症
専
門

医
に
よ
る
、
認
知
症
の
個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

時
間
調
整
を
し
ま
す
の
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【予
約
締
切
】
７
月
31
日

(木
）
ま
で

【相
談
日
時
】

　

以
下
日
時
の
間
で
１
枠
30
分
を
目
安
に
行
い
ま
す
。

　

①
８
月
２
日

(土
）
午
後
３
時
〜
４
時

　

②
８
月
３
日

(日
）
午
前
11
時
〜
正
午

　

③
８
月
３
日

(日
）
午
後
３
時
〜
５
時

　

④
８
月
４
日

(月
）
午
前
10
時
〜
11
時　

●
予
約
・
問
合
せ
先　

　
 

村
民
課 

福
祉
係 　
　
　
　
　
　
　
　

 

☏
２
-
３
９
３
９

  

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診((

父
島
父
島) ) 

【休
診
日
】
７
月
７
日

(月
）
〜
14
日

(月
）

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

小
笠
原
村
診
療
所　

☏
２
-
３
８
０
０

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

７
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
-
２
５
０
０
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

(）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。

　　 ７月の燃料油価格変動調整金                    　　 ７月の燃料油価格変動調整金                    単位 ： 円単位 ： 円

ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
、
乗
船
の
７
日
前
ま
で
に
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
、
乗
船
の
７
日
前
ま
で
に
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
が
さ
わ
ら
丸

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

旅
客
運
賃

等級等級 大人大人 学生学生 小人小人

貨
物
運
賃

貨
物
運
賃

１等品１等品 17,83917,839
（＋ 1,911）（＋ 1,911）

小
笠
原
海
運
㈱　

０
３

小
笠
原
海
運
㈱　

０
３((

３
４
５
１
）
５
１
７
１

３
４
５
１
）
５
１
７
１

１等１等 64,95064,950
（＋９，９１０）（＋９，９１０）

55,57055,570
（＋ 8,470）（＋ 8,470）

32,48032,480
（＋ 4,960）（＋ 4,960） ２等品２等品 16,60716,607

（＋ 1,779）（＋ 1,779）

特 2 等寝台特 2 等寝台 46， 90046， 900
（＋ 7,160）（＋ 7,160）

37,52037,520
（＋ 5,720）（＋ 5,720）

23,45023,450
（＋ 3,580）（＋ 3,580） 3 等品3 等品 15,27715,277

（＋ 1,637）（＋ 1,637）

2 等寝台2 等寝台 35,33035,330
（＋ 5,390）（＋ 5,390）

28,27028,270
（＋ 4,310）（＋ 4,310）

17,67017,670
（＋ 2,700）（＋ 2,700）

小口小口
0.1 ｔ以下0.1 ｔ以下

1,7881,788
（＋ 192）（＋ 192）

2 等和室2 等和室 31,03031,030
（＋ 4,740）（＋ 4,740）

22,88022,880
（＋ 3,790）（＋ 3,790）

15,52015,520
（＋ 3,350）（＋ 3,350）

小口小口
0.075 ｔ以下0.075 ｔ以下

1,3311,331
（＋ 143）（＋ 143）

等級等級 村民村民 村民小人村民小人 身障者身障者
【乗船券販売時間】【乗船券販売時間】

午前 8 時～午後 4 時午前 8 時～午後 4 時

入港日：午前 9 時～

昼休   午前 11 時 30 分～午後 1 時

出港 2 時間前～出港まで：
　乗船手続のみ。
　当日券以外の販売はなし。

１等１等 45,76045,760
（＋ 6, ９80）（＋ 6, ９80）

22,88022,880
（＋ 3,490）（＋ 3,490）

32,48032,480
（＋ 4,960）（＋ 4,960）

特 2 等寝台特 2 等寝台 29,54029,540
（＋ 4,510）（＋ 4,510）

14,77014,770
（＋ 2,250）（＋ 2,250）

23,45023,450
（＋ 3,580）（＋ 3,580）

2 等寝台2 等寝台 22,25022,250
（＋ 3,390）（＋ 3,390）

11,13011,130
（＋ 1,700）（＋ 1,700）

17,67017,670
（＋ 2,700）（＋ 2,700）

2 等和室2 等和室 19,53019,530
（＋ 670）（＋ 670）

9,7709,770
（＋ 330）（＋ 330）

15,52015,520
（＋ 3,350）（＋ 3,350）

　　                                 　　　                                 　単位 ： 円単位 ： 円

は
は
じ
ま
丸

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

旅
客
運
賃

等級等級 大人大人 小人小人 学生学生

伊
豆
諸
島
開
発
㈱　

０
３

伊
豆
諸
島
開
発
㈱　

０
３((

３
４
５
５
）
３
０
９
０　

３
４
５
５
）
３
０
９
０　

２等２等 4,9004,900
（＋９50）（＋９50）

2,4502,450
（＋ 470）（＋ 470）

3,9203,920
（＋ 760）（＋ 760）

村民割引村民割引
２等往復２等往復

5， 8805， 880
（＋ 1,140）（＋ 1,140）

2,9402,940
（＋ 570）（＋ 570）

等級等級 A( ３名用 )A( ３名用 ) B( ２名用 )B( ２名用 )

個室椅子席個室椅子席 5,0005,000 3,0003,000

貨
物
運
賃

貨
物
運
賃

1 等品1 等品 9,6659,665
（＋ 1,217）（＋ 1,217）

２等品２等品 9,0609,060
（＋ 1,140）（＋ 1,140）

３等品３等品 8,4568,456
（＋ 1,064）（＋ 1,064）

小口小口
０．１ｔ以下０．１ｔ以下

968968
（＋ 122）（＋ 122）

小口小口
０．０７５ｔ以下０．０７５ｔ以下

730730
（＋ 92）（＋ 92）
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◎
お
が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引

　

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
、
お
が
さ
わ
ら
丸
・

は
は
じ
ま
丸
を
乗
船
の
際
に
は
村
民
割
引
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

【お
が
さ
わ
ら
丸
】

　

２
等
和
室
・
２
等
寝
台
・
特
２
等
寝
台
分
が

　

片
道
30
％
割
引

【は
は
じ
ま
丸
】　

復
路
が
80
％
割
引

【利
用
方
法
】

　

窓
口
で
乗
船
券
を
購
入
す
る
際
に
、
以
下
２
点
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

①

「乗
船
券
購
入
申
込
書
」
(割
引
申
請
書
）

②
次
の
い
ず
れ
か
の
証
明
書

　

(有
料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可
）

　

・
小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書

　
　

(カ
ー
ド
式
ま
た
は
１
回
式
）

　

・
小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証

　

・
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
無
賃
の
幼
児
・
乳
児
は
不
要
で
す
。

※
小
人

(有
料
の
幼
児
含
む
）
も
割
引
適
用
に
は
居

住
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
住
民
票
、
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
で
は
割
引

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
先

　
　

小
笠
原
海
運

(株
）
父
島
営
業
所
・

　
　

伊
豆
諸
島
開
発

(株
）
父
島
代
理
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
-
２
５
０
０

    

母
島
太
陽
光
発
電
設
備
建
設
事
業

母
島
太
陽
光
発
電
設
備
建
設
事
業    

    
    

工
事
中
間
の
説
明
会

工
事
中
間
の
説
明
会                   

                   

　

東
京
都
、
小
笠
原
村
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

(株
）
は
、
２
０
１
８
年
12
月
に
、
母
島
に
お
い
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
１
０
０
％
の
電
力
供
給
を
行

う
た
め
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、

母
島
に
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
な
ど
を
設
置
し
島
内

に
電
力
供
給
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

 

現
在
、
主
要
な
設
備
の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
８
月

下
旬
よ
り
実
証
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

 

実
証
運
転
開
始
後
も
植
栽
工
事
な
ど
は
続
き
ま
す
の

で
、
現
在
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
内
容
や
今
後
の
工

事
予
定
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【日
時
】
７
月
16
日(

水)

        

午
後
６
時
〜
１
時
間
程
度

【場
所
】
母
島
支
所 

２
階
大
会
議
室

●
問
合
せ
先

  　

環
境
課 

自
然
環
境
係　
　
　
　
　

☏
２
-
２
２
７
０

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
小
笠
原
動
物
対
処
室
の
休
診

◎
小
笠
原
動
物
対
処
室
の
休
診  

【休
診
日
】
７
月
22
日(

火) 

〜
25
日(

金) 

※
獣
医
師
が
不
在
と
な
り
ま
す
。
診
察
は
７
月
28
日

(

月)

か
ら
再
開
し
ま
す
。

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談

　

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る

「
母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【診
療
日
程
】

　
　

７
月
29
日

(火
）
午
前
11
時
〜
正
午
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

　

  

７
月
30
日

(水
）
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

【場
所
】

　

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、

小
型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き

か
か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【注
意
事
項
】

　

診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。

【予
約
申
込
み
先
】

　

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０—

１
６
９
２—

７
６
６
６

●
問
合
せ
先

　

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局

　

 

(環
境
課 

自
然
環
境
係
）　　
　
　

 

☏
２
-
２
２
７
０

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
・
排
除

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
・
排
除((

父
島
父
島))

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
通
行
止
め

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
通
行
止
め

　

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に

し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー

ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【作
業
時
間
】
午
前
６
時
〜
午
後
２
時

                     

※
入
港
日
は
正
午
ま
で

【作
業
区
域
】

　

巽
湾
周
辺
〜
小
港
ま
で
の
沿
岸
・
そ
の
周
辺
山
域

(住
宅
地
・
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
）

【作
業
日
程
・
通
行
止
め
ル
ー
ト
】

７
月
１
日

(火
）

　

三
日
月
山
・
大
滝
・
沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し

７
月
２
日

(水)

　

三
日
月
山
・
大
滝
・
沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し

７
月
６
日

(日
）

　

天
之
浦
山
・
巽
崎
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行

止
め
区
間
な
し

７
月
７
日

(月
）

　

①
小
港
〜
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面

７
月
８
日

(火
）

　

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

７
月
12
日

(土
）

　

赤
旗
山
・
巽
谷
・
中
海
岸
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し

７
月
13
日

(日)

　

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

７
月
14
日

(月
）

　

①
小
港
〜
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面

●
問
合
せ
先

   

小
笠
原
支
庁  

土
木
課  

自
然
環
境
担
当                                                         

                                      

☏
２
-
２
１
６
７

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク

(海
岸
清
掃
）
実
施
報
告

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク

(海
岸
清
掃
）
実
施
報
告

　

５
月
30
日

(ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
〜
６
月
８
日

(世
界

海
洋
デ
ー
）
ま
で
の
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、

宮
之
浜
・
大
村
海
岸
・
製
氷
海
岸
・
扇
浦
海
岸
に
漂

着
ご
み
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
ま
た
６
月
７
日

に
は
洲
崎
海
岸
で
一
斉
清
掃
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
16
名
の
参
加
が
あ
り
、
大
型
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
グ
２
袋
分
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
を
回
収

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
は
合
計
で

２
４
０
・
１
５
kg
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【各
ビ
ー
チ
の
回
収
量
・
主
な
特
徴
】

<宮
之
浜
>
５
０
・５
５
kg

　
　

漁
業
系
の
ご
み
が
多
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

<大
村
海
岸
>
１
１
・０
０
kg

　
　

漁
業
系
、
事
業
系
、
生
活
系
の
ご
み
が
満
遍
な
く

回
収
さ
れ
ま
し
た
。

<製
氷
海
岸
>
１
４
３
・２
０
kg

　
　

漁
業
系
の
ご
み
が
多
く
回
収
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
金
属

類
も
多
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
回
収
作
業
を
毎
日
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

お
ら
れ
、
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
最
大
の
回
収
量
と

な
り
ま
し
た
。

<扇
浦
海
岸
>
４
１
・１
０
kg

　
　

漁
業
系
、
事
業
系
の
ゴ
ミ
が
満
遍
な
く
回
収
さ
れ

ま
し
た
。

※
宮
之
浜
、
大
村
海
岸
、
扇
浦
海
岸
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

 

法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

　

 

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
引
き
続
き
設
置
し

　

 

ま
す
。
回
収
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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【共
催
】
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、

　
　

         

小
笠
原
海
上
保
安
署
、
小
笠
原
村

【協
力
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
、

　
　

         
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会

　

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
は
、
こ
ち
ら
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

(http
s
://u

m
in

o
h

i.jp
/u

m
ig

o
m

i/z
e
ro

w
e
e
k
/

）

●
問
合
せ
先

　
　

環
境
省　

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
-
７
１
７
４

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

◎
ぎ
ょ
ぎ
ょ
展

◎
ぎ
ょ
ぎ
ょ
展  

　
　

〜
小
笠
原
の
水
に
関
わ
る
生
き
物
た
ち
〜

　
　

〜
小
笠
原
の
水
に
関
わ
る
生
き
物
た
ち
〜

　

小
笠
原
の
川
や
海
に
生
息
し
て
い
る
個
性
豊
か
な

「水
の
生
き
物
」
に
つ
い
て
、
固
有
種
か
ら
外
来
種
な

ど
を
多
数
の
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
解
説
、
標
本
で
紹
介

し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【期
間
】
７
月
20
日

(日
）
〜
８
月
30
日

(土
）

【開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中

【開
館
時
間
】 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
詳
細
は
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
　

環
境
省　

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

☏
２
-
７
１
７
４

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ　

【開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
〜
出
港
日
、

　
　
　
　
　
　
　

７
月
20
日(

日)

か
ら
毎
日
開
館
。

【開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

(夜
間
開
館
時
は
午
後
９
時
ま
で
）

※
夜
間
開
館
・
イ
ベ
ン
ト
等
、
詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー 

   

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【特
別
展
】

◎
一
年
展
示

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
展
〜
万
次
郎
の
生
涯

◎
一
年
展
示

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
展
〜
万
次
郎
の
生
涯

と
小
笠
原
と
の
関
わ
り
」
(新
館
）
開
催
中

と
小
笠
原
と
の
関
わ
り
」
(新
館
）
開
催
中

　

１
８
４
１
年
14
歳
の
時
に
土
佐
か
ら
漁
に
出
て
伊
豆

鳥
島
に
流
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
助
け
ら
れ
て

船
員
に
な
っ
た
万
次
郎
。
万
次
郎
の
生
涯
の
な
か
で
、

当
時
の
小
笠
原
と
深
く
関
わ
っ
た
と
い
う
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

◎

「み
ち
展
〜
寄
り
道
、
道
く
さ
、
好
き
な
道
」

◎

「み
ち
展
〜
寄
り
道
、
道
く
さ
、
好
き
な
道
」

    
    

(本
館
）
７
月

(本
館
）
７
月
2020
日日((

日日))

よ
り
開
催
予
定

よ
り
開
催
予
定

　

小
笠
原
に
は
様
々
な
生
き
も
の
や
絶
景
、
戦
跡
に

出
会
う

「み
ち
」
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
遊
歩
道
や

日
々
の
生
活
に
根
差
し
た

「
み
ち
」
の
お
す
す
め
ポ

イ
ン
ト
を
ス
タ
ッ
フ
目
線
で
紹
介
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

　
　

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　
　

 

☏
２
-
３
０
０
１

昆
虫
観
察
会
の
お
知
ら
せ

昆
虫
観
察
会
の
お
知
ら
せ((

父
島
父
島))

　

グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
に
よ
り
壊
滅
的
被
害
を
受
け
な

が
ら
も
た
く
ま
し
く
生
き
残
っ
て
い
る
父
島
の
昆
虫
た

ち
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。
同
時
に
父
島
に
わ
ず

か
に
生
き
残
る
固
有
希
少
昆
虫
類
の
保
全
活
動
の
紹

介
や
ア
ノ
ー
ル
の
捕
獲
活
動
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
通
じ
、
父
島
の
昆
虫
相
の
保
全
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
親
子
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

【日
時
】
７
月
12
日

(土
） 
(予
備
日
13
日

(日
））

　
　
　
　

  

午
前
９
時
〜
11
時

【場
所
】 

オ
ガ
グ
ワ
の
森

(長
谷
）

【講
師
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

【集
合
】
８
時
50
分　

現
地
集
合

(事
前
申
込
制
）

※
移
動
手
段
の
無
い
方
、
場
所
が
分
か
ら
な
い
方
は　

　

 

８
時
30
分
に
奥
村
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
集
合

(要
申  

   

込
時
事
前
連
絡)

【参
加
申
込
】 

　

７
月
８
日(

火)

ま
で
に
、
参
加
者
氏
名
・
連
絡
先

を
次
の
連
絡
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

<メ
ー
ル
> y

a
s
e
ik

e
n
@

g
lo

b
e
.o

c
n
.n

e
.jp

　

<Ｆ
Ａ
Ｘ
> 

２
-
２
２
０
６

【持
ち
物
】
飲
み
物
、
帽
子
、
日
焼
け
止
め
、

　
　
　
　
　
　

  

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
等

【主
催
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
野
生
生
物
研
究
会

【
共
催
】
小
笠
原
村
、
一
般
財
団
法
人
自
然
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
、
小
笠
原
高
校
自
然
保
護
研
究
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会

(Ｂ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

●
問
合
せ
先　

　
　

小
笠
原
野
生
生
物
研
究
会　
　
　

☏
２
-
２
２
０
６

　
　

(

薮
内
:０
８
０
-
５
１
８
２
-
４
９
２
５)

「今
年
第
一
号
の
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
誕
生
！
」

「今
年
第
一
号
の
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
誕
生
！
」

　

晴
れ
渡
る
青
空
に
、
と
ろ
ん
と
穏
や
か
な
海
面
。
イ

ル
カ
た
ち
と
の
出
会
い
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
な
夏
本
番

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
！
そ
ん
な
夏
を
迎
え
る
少
し

前
の
５
月
中
旬
に
、
今
年
第
一
号
と
な
る
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
の
新
生
児
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
生
児
第
一
号
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
５
月
14
日
。

＃
１
０
２

(愛
称
:オ
ー
ル
）
と
し
て
個
体
識
別
さ
れ

て
い
る
メ
ス
の
イ
ル
カ
が
、
小
さ
な
仔
イ
ル
カ
を
連
れ

て
い
た
と
の
こ
と
。
提
供
い
た
だ
い
た
写
真
を
見
る
と
、

仔
イ
ル
カ
の
体
の
側
面
に
は
、
生
ま
れ
た
て
の
新
生
児

特
有
の

「
胎
児
線
」
と
呼
ば
れ
る
し
わ
も
は
っ
き
り

と
確
認
で
き
ま
し
た
。
本
稿
を
書
い
て
い
る
６
月
中

旬
ま
で
の
間
、
こ
の
親
子
が
一
緒
に
泳
い
で
い
る
姿
が

複
数
回
記
録
さ
れ
て
お
り
、
初
確
認
後
１
カ
月
程
は

元
気
に
育
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

こ
の
親
子
の
他
に
も
、
現
在
妊
娠
中
と
思
わ
れ
る
メ

ス
イ
ル
カ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
７
月
か
ら
９
月
頃

に
か
け
て
は
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
出
産
盛
期

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
後
、
新
生
児

を
連
れ
た
イ
ル
カ
が
続
々
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
仔
イ
ル
カ
た
ち
が
元
気
に
成
長
し
て
く
れ
る
よ

う
に
、
海
で
新
生
児
連
れ
の
イ
ル
カ
に
出
会
っ
た
際
に

は
、
優
し
く
そ
っ
と
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い

で
す
。

◎
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
個
体
識
別
調
査
へ
の

◎
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
個
体
識
別
調
査
へ
の

                            
                            　

　
　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い

　
　
　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い

　

当
協
会
で
は
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
生
態
把

握
の
た
め
の
個
体
識
別
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
の
海
で
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
写
真
や
動

画
を
撮
影
さ
れ
た
際
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
、
ぜ
ひ
デ
ー
タ
を
お
送
り
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。
ま
た
、
Ｂ
し
っ
ぷ
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
識

別
さ
れ
た
す
べ
て
の
個
体
の
情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

海
で
出
会
っ
た
イ
ル
カ
が
ど
の
個
体
か
気
に
な
る
方

は
、
個
体
識
別
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
に
も
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
！ 

【写
真
・
動
画
デ
ー
タ
の
提
供
方
法
】

　

①
次
の
提
供
フ
ォ
ー
ム
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s
://

fo
rm

s
.g

le
/i4

A
F
rZ

tY
6

p
ta

c
k
N

R
6

　

②
提
供
フ
ォ
ー
ム
に
従
っ
て
、
必
要
情
報
の
入
力
と

写
真
・
動
画
デ
ー
タ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
解
像
度
を
落
と
し
た
写
真
・
動
画
で
す
と
識
別
が

   

困
難
な
た
め
、
な
る
べ
く
撮
影
時
の
解
像
度
で
お

   

送
り
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

●
問
合
せ
先　

一
般
社
団
法
人　

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

　

 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)　

☏ 

２
-
３
２
１
５

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　

そ
の

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　

そ
の

290290

    

-
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
お
仕
事
-

-
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
お
仕
事
-

　

春
が
終
わ
り
、
す
っ
か
り
夏
の
空
気
に
な
っ
た
今
日

こ
の
頃
。
徐
々
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
も
増
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
例
年
の
同
じ
時
期
と
比
べ
る
と

産
卵
が
少
な
い
、
と
て
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　

大
村
海
岸
で
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
夜
の

ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
が
砂
浜
を
往
復
し
、
母
ガ
メ
が
産
卵
に
上

が
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。
も
し
、
上
陸
し
て

い
る
母
ガ
メ
が
い
れ
ば
、
産
卵
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計

ら
い
な
が
ら
、
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
最
初
に
行
う

作
業
は
、
後
ろ
肢
に
装
着
し
て
い
る
個
体
を
識
別
す

る
た
め
の
標
識
の
確
認
で
す
。
ラ
イ
ト
の
光
が
母
ガ
メ

の
視
界
に
入
ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
ウ

ミ
ガ
メ
の
背
後
か
ら
こ
っ
そ
り
確
認
し
ま
す
。
過
去
に

ス
タ
ッ
フ
が
出
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
な
ら
識

別
用
の
５
ケ
タ
か
ら
６
ケ
タ
の
番
号
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
が
記
載
さ
れ
た
標
識
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
初
め
て

出
会
う
ウ
ミ
ガ
メ
で
あ
れ
ば
新
た
に
標
識
を
装
着
し
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ま
す
。
そ
の
後
、
甲
羅
の
大
き
さ
や
産
卵
場
所
の
記

録
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の
作
業
を
大
村
海
岸
に
産

卵
の
た
め
に
上
が
っ
て
き
た
で
き
る
だ
け
多
く
の
母
ガ

メ
に
施
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
に
標
識
を
装
着
す
る
こ
と
で
、
そ
の
ウ
ミ

ガ
メ
が
他
地
域
で
再
発
見
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
回
遊

範
囲
・
索
餌
海
域
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
標
識
を
付
け
た
同
じ
母
ガ
メ
が
何
度
も
小
笠

原
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
小
笠
原
の
母
ガ
メ

は
１
シ
ー
ズ
ン
中
に
約
２
週
間
隔
で
４
〜
５
回
ほ
ど
産

卵
す
る
こ
と
、
ま
た
、
お
よ
そ
３
〜
４
年
お
き
に
小

笠
原
に
産
卵
に
訪
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
私
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
と
、
古
い

タ
グ
を
つ
け
た
母
ガ
メ
が
産
卵
に
上
陸
し
ま
し
た
。
そ

の
タ
グ
を
調
べ
る
と
、
過
去
に
何
度
も
大
村
海
岸
に

き
て
お
り
、
最
近
で
は
４
年
前
に
上
陸
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
習
性
が
こ
う

し
た
調
査
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
分
か
っ
て
き
た
こ
と

に
こ
の
活
動
の
意
義
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
集
め

る
こ
と
で
長
期
的
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
調
査
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
繁
殖
年

数
や
成
長
率
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
か
同
じ
標
識
を
つ
け
た
母
ガ

メ
に
出
会
え
る
か
な
と
思
う
と
、
顔
な
じ
み
に
会
う

み
た
い
で
次
の
再
会
が
楽
し
み
で
す
。

◎
迷
走
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
０
番
！

◎
迷
走
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
０
番
！

　

産
卵
に
上
陸
し
て
き
た
母
ガ
メ
が
道
路
に
出
て
し

ま
っ
た
り
、
木
に
挟
ま
っ
て
帰
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
時
々
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
衰

弱
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
発
見
し
た
場
合
は
至
急
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

-
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
-

-
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
-

　

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

　

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー　

２
-
２
８
３
０

　

(

夜
間
は
０
９
０
-
１
４
６
１
-
３
１
７
１
）

 

(
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

    
    

第
百
二
十
一
貝

「新
し
い
防
除
技
術
」

第
百
二
十
一
貝

「新
し
い
防
除
技
術
」

　

有
害
生
物
の
防
除
技
術
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、

次
々
に
新
し
い
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

技
術
は
目
新
し
い
が
ゆ
え
に
、
リ
ス
ク
も
大
き
く
、
慎

重
な
対
応
も
必
要
に
な
る
。

　

特
に
近
年
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
、
ゲ
ノ
ム
改
変

に
よ
る
防
除
技
術
で
あ
る
。
品
種
改
良
で
は
す
で
に

ご
く
一
般
的
で
、
病
害
虫
耐
性
を
発
揮
す
る
遺
伝
子

が
組
み
込
ま
れ
た
品
種
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
国
内
で
流
通
し
て
い
る
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

大
半
が
輸
入
品
で
、
そ
の
約
八
割
は
遺
伝
子
組
み
換

え
技
術
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
普
通
に
食

品
と
し
て
流
通
し
て
い
る
の
だ
が
、
国
内
で
は
安
全

性
へ
の
危
惧
か
ら
、
作
物
へ
の
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術

は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
食
品
と
は
な
ら
な
い
園
芸
種
で
は
、
国
内
で

も
青
い
バ
ラ
の
よ
う
に
こ
の
技
術
が
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
限
ら
れ
た
範
囲
で
、
有
害
生
物
を
直
接
防
除
す

る
目
的
な
ら
、
安
全
性
へ
の
敷
居
は
低
い
と
考
え
ら

れ
る
。
む
し
ろ
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
の
リ
ス

ク
に
比
べ
れ
ば
、
種
特
異
的
に
働
く
こ
れ
ら
の
技
術
の

方
が
安
全
性
は
高
い
。

　

例
え
ば
、
体
内
の
一
部
の
短
い
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
は
特
定
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
働
き
を
阻
害
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
種

特
異
的
な
う
え
、
体
外
か
ら
も
吸
収
さ
せ
ら
れ
る
の

で
、
特
定
の
外
来
捕
食
者
だ
け
を
こ
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
摂

取
さ
せ
て
殺
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
含
む
餌
に
誘
引
し
て
駆
除
す
る
こ
と

も
で
き
る
が
、
こ
れ
を
発
現
す
る
遺
伝
子
を
そ
の
餌

生
物
の
遺
伝
子
に
組
み
込
み
、
か
つ
不
妊
化
し
て
野

外
に
放
出
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

　

父
島
の
ウ
ズ
ム
シ
防
除
の
た
め
の
将
来
の
選
択
肢
の

１
つ
と
し
て
、
こ
の
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
実
験
室
で
こ
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
摂
取
さ
せ
て
種
特

異
的
に
殺
す
段
階
ま
で
は
成
功
し
て
い
る
。
今
後
、

環
境
へ
の
安
全
性
と
秤
に
か
け
つ
つ
、
実
践
的
な
防
除

技
術
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

【文
】
東
北
大
学　

千
葉 

聡

【イ
ラ
ス
ト
】
小
野 

恵

●
問
合
せ
先　

　
　

小
笠
原
教
育
委
員
会　

         

☏
２
-
３
１
１
７

◎
嶋
谷
が
幕
府
か
ら
巡
検
を
命
じ
ら
れ
た

◎
嶋
谷
が
幕
府
か
ら
巡
検
を
命
じ
ら
れ
た

                                      
                                      

き
っ
か
け
は
？

き
っ
か
け
は
？

　

６
月
号
で
は
、
貞
頼
が
実
際
に
小
笠
原
諸
島
を
巡

検
し
た
と
い
う
記
録
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
貞
頼
発

見
説
は
明
ら
か
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
月
号
は
、
嶋
谷
が
幕
府
か
ら
巡
検
を

命
じ
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

記
録
の
上
で
最
初
に
小
笠
原
島
と
思
わ
れ
る
無
人

島
に
漂
着
し
た
日
本
船
は
、
阿
波
国
・
海
部
郡
・

浅
川
浦
の
勘
右
衛
門
の
持
船
で
し
た
。
一
行
は
、

１
６
６
９
年

(
寛
文
９
年
）
冬
に
紀
州
か
ら
み
か
ん

を
載
せ
て
江
戸
に
航
行
す
る
途
中
、
海
上
で
暴
風
に

遭
い
南
方
に
漂
流
し
、
翌
年
２
月
頃
、
現
在
の
母
島

と
思
わ
れ
る
島
に
漂
着
し
ま
し
た
。
漂
着
直
後
に
船

頭
は
死
亡
し
船
は
破
損
し
ま
し
た
が
、
生
存
者
た
ち

は
自
力
で
流
木
や
船
材
等
を
活
用
し
て
小
舟
を
造

り
、
約
50
日
逗
留
の
う
え
八
丈
島
を
経
て
、
同
年
5

月
に
伊
豆
の
洲
崎
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
船
の
漂
流
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
多
く
な
り
ま

す
が
、
要
因
と
し
て
は
、
幕
府
が
１
６
３
５
年

(
寛

永
12
年
）
に
は
五
百
石
積
以
上
の
大
船
の
建
造
や
日

本
人
の
海
外
渡
航
を
禁
止
し
た
た
め
、
外
洋
の
航
行

技
術
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
(注
１
）

　

み
か
ん
船
の
無
人
島
漂
着
の
報
告
を
受
け
て
、
幕
府

は
、
優
れ
た
測
量
術
・
航
海
術
を
も
つ
嶋
谷
に
遠
洋

航
海
が
可
能
な
大
型
船
に
よ
る
巡
検
を
命
じ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
無
人
島
発
見
の
知
ら
せ
は
、
幕
府

に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
号
で
は
、
嶋
谷
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
経
路
で

無
人
島

(小
笠
原
の
島
々
）
に
や
っ
て
き
た
か
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

(注
１
）
田
畑
道
夫
著

『小
笠
原
島
ゆ
か
り
の
人
々
』

小
笠
原
村
教
育
委
員
会

●
問
合
せ
先

　
　

小
笠
原
村
教
育
委
員
会　
　
　
　

 

☏
２
-
３
１
１
７
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東京都・小笠原村・東京電力パワーグリッド株式会社は、

三者で協定を締結して、母島で再生可能エネルギー100%

の実証事業に取り組んでいます。 

本事業によりエネルギー自給率が高まり、災害時のエネ

ルギー確保の面で防災力の向上が期待されます。 

再生可能エネルギー100％とは？ 

 昼間は太陽光発電で電力を供給、余った電気を蓄電池に充電し、夜

間は蓄電池からの放電で電力を供給する事で、再生可能エネルギー

100％での電力供給を実現します。 

 昼間の天候により電力供給が不足する場合は、既設設備となる母島

発電所のディーゼル発電機により不足分を補います。 

小笠原村 

環境課 

2－2270  

おがさわら 電気使用量報告  (2025 年３月～５月) 

父島 母島 

村の再エネ比率＊1 

※各島の発電所からの送電電力量（月別）データを基に、過去２年の送電電力量の平均値と 2024年度の送電電力量を比較しています。 

2025 年８月から母島太陽光発電所の実証運転が始まります！ 

●村民説明会 7月 16 日（水）18時～  
場所：母島支所大会議室 

●実証事業開始式 8月 29日（金）午前（予定） 

告知 

1.8％    13.8％ 

2022 年度      2025年度（試算＊2） 

再エネ 100％電力供給のイメージ 

設備概要 

太陽光最大出力：1,492kw 

   評議平太陽光発電所 ：718kW 

   御幸之浜太陽光発電所：774kW 

出力表示器：小笠原村母島支所内 

ＥＶ充電器：小笠原村母島支所駐車場 

蓄電池関係：母島内燃力発電所構内 

      蓄電池容量：7,815kWh   

 

再エネの割合が一気に増えたね！ 

＊2：2023 年の電力使用量、2025 年の再エネ導入量を用いて試算 

母島発電所 蓄電池 御幸之浜太陽光発電所 

評議平太陽光発電所 

＊1電力使用量のうち、再生可能エネルギーが

占める割合 

天気が良いと、ディ

ーゼル発電を止めて

いても母島の電力を

まかなえるんだ！ 

 

本事業に合わせて、 

母島支所に EV 車 1 台

を導入したよ。 

2030 年までの削減目標 

2013 年比 6,730tCO₂の 

約 1/6！ 

 

1,050 tCO₂  

₂  

母島太陽光発電所が運転開始すると… 

年間 の削減が見込まれます！ 

温室効果ガスの削減効果（推計） 

これまでの経過 

2018 年 11 月：事業の計画に向けた説明会を実施 

 （以降、各種説明会等を実施） 

2018 年 12 月：三者による協定締結 

2019 年 01 月：事業計画の検討開始 

2023 年 12 月：工事着工 

 

母島支所で発電量を 

チェックできるよ！ 

 
ゼロカーボン推進への寄与 

母島太陽光発電所は、温室効果ガスの削減や再エネ比率の向上

に大きく寄与します。 

過去２年の同時期と比べて…※ 

3月 ： 1.9％ 減 

4月 ： 7.4％ 減 

5月 ： 4.6％ 増 

過去２年の同時期と比べて…※ 

３月 ： 3.8％ 増 

４月 ： 6.3％ 減 

５月 ： 7.4％ 減 

天気に左右されるけど、母島

のディーゼル発電（最大

960kw）を上回る出力だよ。 

 出力表示機 EV 車充電器 

母島支所 

１００ 



NO．783 令和 7（2025）年 7 月 1 日（火）                 編集・発行小笠原村総務課 
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― 村民課福祉係― 

― 第 30５号― 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 
 2－3939 

 

熱中症とは、高温多湿（気温が２８℃
以上、湿度が７０％以上）の環境により、
体の水分不足や塩分バランスが崩れる
ことで、体温調節等がうまく働かなくな
り、体に熱がたまった状態をさします。 

熱中症とは？ 

夏本番の季節になりました。そんな時に怖いのが、よく耳にする熱中症です。熱中症は、いつでも、

どこでも、誰にでも、起こり得ます。重症化すると、命に関わることもあるので、熱中症を正しく理解

し、自分でできる予防策や対処法を実践しましょう！ 

熱中症の症状 

症状が進むと… 

熱中症予防３つのポイント 

・喉が渇く前にこまめに水分をとる。 
（水分補給の目安は１日 1.2L） 

・スポーツドリンクや塩あめなどで塩分補給も行う。 

① 水分補給・塩分補給 

② 暑さを避ける 
・室温は２８℃、湿度は７０％を超えないように 
チェックし、エアコンや扇風機を使用する。 

・すだれやカーテンを利用し直射日光を避ける。 
・屋外では日傘や帽子を活用し、 
日陰を利用しこまめに休憩をとる。 

・天気予報や「熱中症警戒アラート」などで、熱中症の
危険度をチェックし、日中の外出を避ける。 

・体を締め付けない、風通しの良い服を着る。 
・保冷剤や冷たいタオル、保冷グッズを活用する。 

上記症状があるときには
迷わず診療所（119）へ 

★水分や塩分を補給する ★服をゆるめ体を冷やす ★涼しい環境で休ませる 

乳幼児…水分や体温の調整機能が十分に発達しておらず、地面からの照り返しに近い場所に体があるため、大

人より熱中症にかかりやすいです。 
高齢者…暑さやのどの渇きを感じにくく、体温調整もうまくできないため、気づかぬうちに熱中症になってい

ることがあります。 

 

めまい・立ちくらみ/筋肉のこむら返り 
大量の発汗/生あくび/頭痛/倦怠感 

吐き気・嘔吐/けいれん/意識の異常 

熱中症の応急処置 

 
意識がはっきりしな

い時は無理に飲ませ

ない！ 

③ 体に熱がたまるのを防ぐ 

 

冷やす場所 

首の周り 

脇の下 

脚の付け根 

など 

子どもや高齢者には特に注意が必要！ 
 

 

クジラ：今までは、喉が乾いたら水を飲む習慣だったなぁ。 
保健師：1.2L の目安はコップ 6 杯なので、意識してこまめに水分をとりましょう。

利尿作用のあるお茶やアルコールは避け、屋外での労働や運動などで、大量
に汗をかく場合は、スポーツ飲料や経口補水液も良いですね。 

クジラ：そうなんだ！水と塩あめを持ち歩いてこまめに水分補給してみるよ！ 



都ノヤギ排除(・２日) 母島太陽光発電設備 工事中間 説明会

入港日 出港日
小笠原村観光局「令和６年度事業報告会」(父島)

定期予防接種(父島・母島) ヘルスアップ教室「ナイトウォーキング」(父島)申込〆切

粗大ごみ収集(母島)

公認心理師による子育て個別相談(母島)

参議院議員選挙 期日前投票(父島～19日)(母島～18日) 参議院議員選挙 繰上投票日(母島)

公認心理師による子育て個別相談(父島)(・５日) ヘルスアップ教室「ナイトウォーキング」(父島)

公認心理師による子育てセミナー申込〆切 小笠原村観光局「令和６年度事業報告会」(母島)

出港日 入・出港日
公認心理師による子育てセミナー 参議院議員選挙 投票日(父島)・開票日

都ノヤギ排除(～８日)

歯科休診(父島)(～14日) 行政相談所の開設(父島)

小笠原動物対処室の休診(～２５日)

親子教室(すくすくキッズ)(父島)申込〆切

入港日 入・出港日

くらしの法律・税金相談(父島・母島)(・９日) 商工会「金融講習会」(父島)(・24日)

母島巡回労働相談

野生研「昆虫観察会」(父島)申込〆切

くらしの法律教室(父島・母島) 親子教室(すくすくキッズ)(父島)

商工会「金融講習会」(母島)

電話による無料法律相談

育児学級(卒乳の会)(父島)申込〆切

出港日 入・出港日

親子教室(すくすくキッズ)(母島)申込〆切 ケーブルテレビ「母島返還祭」

野生研「昆虫観察会」(父島) ケーブルテレビ「父島返還祭」

都ノヤギ排除(～14日)

育児学級(卒乳の会)(父島)

入港日 母島巡回ペット診療・相談(・30日)

親子教室(すくすくキッズ)(母島)

乳幼児計測会(母島) 入・出港日

サマフェス(父島)夜店 申込〆切

固定資産税(第２期)の納期

認知症の個別相談会 申込〆切

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　2日・4日・7日・9日・11日・14日・16日・18日・23日・25日・28日・30日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

2 水 17 木

1 火 16 水

3 木 18 金

5 土 20 日

4 金 19 土

7 月 22 火

6 日 21 月

9 水 24 木

8 火 23 水

11 金 26 土

10 木 25 金

12 土

日

27 日

14

13 28 月

30 水

月 29 火

31 木

15 火

7月のカレンダー

海の日


